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(57)【要約】
【課題】波形モニタ又はベクトルスコープを画面表示し
て、画質の微妙な調整を容易に行うことができるように
する。
【解決手段】制御マイコン１０８は選択スイッチ１１０
で選択された画質調整メニューに応じて波形モニタおよ
びベクトルスコープを選択的に画像に重畳して画面表示
する際、ベクトルスコープをそのサイズを拡大して表示
し、波形モニタをその輝度に応じて部分的に拡大して表
示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して得られた映像信号に基づいて少なくとも波形モニタを画面表示する撮
像装置であって、
　前記映像信号における輝度信号に応じて前記波形モニタを生成する波形モニタ生成手段
と、
　前記映像信号に応じた画像における画質を設定するための画質調整メニューを選択する
選択手段と、
　前記選択手段によって選択された前記画質調整メニューに応じて前記波形モニタを前記
画像に重畳して画面表示する際に、その輝度に応じて前記波形モニタを部分的に拡大して
表示する表示制御手段と、
　を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記映像信号における色信号に応じてベクトルスコープを生成するベクトルスコープ生
成手段を有し、
　前記表示制御手段は、前記選択手段によって選択された前記画質調整メニューに応じて
前記ベクトルスコープを前記画像に重畳して画面表示する際に、前記ベクトルスコープを
所定のサイズに拡大表示することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記選択手段によって選択された前記画質調整メニューに応じて
、前記ベクトルスコープおよび前記波形モニタを選択的に前記画像に重畳して画面表示す
ることを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記画質調整メニューとしてセットアップレベルの設定メニューが選択されると、前記
表示制御手段は、前記画像に重畳して予め定められた輝度以下の低輝度部分を拡大して前
記波形モニタを表示することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記画質調整メニューとしてニーの設定メニューが選択されると、前記表示制御手段は
、前記画像に重畳して所定の輝度を超える高輝度部分を拡大して前記波形モニタを表示す
ることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記画質調整メニューとしてホワイトバランスの設定メニューが選択されると、前記表
示制御手段は、前記画像に重畳して前記ベクトルスコープを拡大して表示することを特徴
とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記選択手段によって前記画質調整メニューが選択されないと、前記表示制御手段は前
記ベクトルスコープおよび前記波形モニタをともに非表示とすることを特徴とする請求項
２に記載の撮像装置。
【請求項８】
　被写体を撮像して得られた映像信号に基づいて少なくとも波形モニタを画面表示する撮
像装置の制御方法であって、
　前記映像信号における輝度信号に応じて前記波形モニタを生成する波形モニタ生成ステ
ップと、
　前記映像信号に応じた画像における画質を設定するための画質調整メニューを選択する
選択ステップと、
　前記選択ステップで選択された前記画質調整メニューに応じて前記波形モニタを前記画
像に重畳して画面表示する際に、その輝度に応じて前記波形モニタを部分的に拡大表示す
る表示制御ステップと、
　を有することを特徴とする制御方法。
【請求項９】
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　被写体を撮像して得られた映像信号に基づいて少なくとも波形モニタを画面表示する撮
像装置で用いられる制御プログラムであって、
　前記撮像装置が備えるコンピュータに、
　前記映像信号における輝度信号に応じて前記波形モニタを生成する波形モニタ生成ステ
ップと、
　前記映像信号に応じた画像における画質を設定するための画質調整メニューを選択する
選択ステップと、
　前記選択ステップで選択された前記画質調整メニューに応じて前記波形モニタを前記画
像に重畳して画面表示する際に、その輝度に応じて前記波形モニタを部分的に拡大表示す
る表示制御ステップと、
　を実行させることを特徴とする制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ベクトルスコープ又は波形モニタを表示可能な撮像装置、その制御方法、お
よび制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、映像を記録する際、磁気テープに加えて、光ディスク、ハードディスクドライブ
、およびフラッシュメモリなどのランダムアクセス可能な記録媒体を用いたデジタルビデ
オカメラが普及している。そして、これら普及型のビデオカメラにおいても高性能化およ
び高機能化が求められている。
【０００３】
　例えば、被写体をきれいに撮影したいというユーザーのニーズに答えるために、ビデオ
カメラには画質を詳細に設定する機能が備えられている。そして、この機能の一部に、所
謂ニー設定、セットアップレベル設定、およびホワイトバランス設定などの機能がある。
【０００４】
　ニー設定機能およびセットアップレベル設定機能は撮影された被写体の明るい部分およ
び暗い部分の階調性を再現する際に用いられる。ニー設定又はセットアップレベル設定を
行う際には、ビデオカメラの画質設定メニューからニー又はセットアップレベルを数値で
選択設定して階調性を最適化する。
【０００５】
　また、ホワイトバランス設定機能は撮影された被写体の白い部分を白く再現する際に用
いられる。ホワイトバランス設定を行う際には、ビデオカメラの画質設定メニューからホ
ワイトバランスに関するＲゲインおよびＢゲインなどを数値で選択設定してホワイトバラ
ンスを最適化する。
【０００６】
　ところで、従来、映像信号における輝度および色信号を測定する際には、ベクトルスコ
ープ又は波形モニタなどの機器をビデオカメラに接続して輝度信号および色信号を測定し
ている。一方、ベクトルスコープ又は波形モニタ機能をビデオカメラに搭載して、その表
示をビデオカメラに備えられたパネルに表示させて、ユーザーが容易に被写体に係る輝度
信号および色信号を確認することができるようにしたものがある（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－２４７６０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１に記載のビデオカメラにおいては、画質設定メニューから画質調整をする場
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合、ビデオカメラのパネルにベクトルスコープ又は波形モニタを表示させて画質調整を行
うことができる。しかしながら、ビデオカメラに一体化されているパネルは小型で且つ表
示分解能が粗いことを考慮すると、表示された波形が小さいため微妙な調整を行うことが
難しい。
【０００９】
　従って、本発明の目的は、波形モニタをパネルに画面表示して、画質の微妙な調整を容
易に行うことのできる撮像装置、その制御方法、および制御プログラムを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するため、本発明による撮像装置は、被写体を撮像して得られた映像
信号に基づいて少なくとも波形モニタを画面表示する撮像装置であって、前記映像信号に
おける輝度信号に応じて前記波形モニタを生成する波形モニタ生成手段と、前記映像信号
に応じた画像における画質を設定するための画質調整メニューを選択する選択手段と、前
記選択手段によって選択された前記画質調整メニューに応じて前記波形モニタを前記画像
に重畳して画面表示する際に、その輝度に応じて前記波形モニタを部分的に拡大して表示
する表示制御手段と、を有することを特徴とする。
【００１１】
　本発明による制御方法は、被写体を撮像して得られた映像信号に基づいて少なくとも波
形モニタを画面表示する撮像装置の制御方法であって、前記映像信号における輝度信号に
応じて前記波形モニタを生成する波形モニタ生成ステップと、前記映像信号に応じた画像
における画質を設定するための画質調整メニューを選択する選択ステップと、前記選択ス
テップで選択された前記画質調整メニューに応じて前記波形モニタを前記画像に重畳して
画面表示する際に、その輝度に応じて前記波形モニタを部分的に拡大表示する表示制御ス
テップと、を有することを特徴とする。
【００１２】
　本発明による制御プログラムは、被写体を撮像して得られた映像信号に基づいて少なく
とも波形モニタを画面表示する撮像装置で用いられる制御プログラムであって、前記撮像
装置が備えるコンピュータに、前記映像信号における輝度信号に応じて前記波形モニタを
生成する波形モニタ生成ステップと、前記映像信号に応じた画像における画質を設定する
ための画質調整メニューを選択する選択ステップと、前記選択ステップで選択された前記
画質調整メニューに応じて前記波形モニタを前記画像に重畳して画面表示する際に、その
輝度に応じて前記波形モニタを部分的に拡大表示する表示制御ステップと、を実行させる
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、画質調整メニューに応じてユーザーが注目したい部分が拡大表示され
るので、ユーザーは画質の微妙な調整を容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態による撮像装置の一例についてその構成を示すブロック図で
ある。
【図２】図１に示すベクトルスコープ生成部によって生成されたベクトルスコープ波形の
一例を示す図である。
【図３】グレースケールチャート（グレースケール表示）の一例を示す図である。
【図４】図３に示すグレースケールチャートを撮像して得られた映像信号を波形モニタ生
成部１１１で処理した結果を示す図である。
【図５】図３に示すグレースケールチャートを撮像した結果得られた映像信号に応じてパ
ネルに表示された画像を示す図である。
【図６】図５に示す画像に波形モニタ生成部で生成された波形モニタ画面を表示した状態
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を示す図である。
【図７】図６に示す状態に画質設定メニュー生成部によって画質設定メニューが表示され
た状態を示す図である。
【図８】図１に示す撮像装置における処理を説明するためのフローチャートである。
【図９】図８においてニー設定メニューが選択された際にパネルに表示される画面の一例
を示す図である。
【図１０】図８においてニー設定メニューが選択された際にパネルに表示される画面の他
の例を示す図である。
【図１１】図８においてセットアップレベル設定メニューが選択された際にパネルに表示
される画面の一例を示す図である。
【図１２】図８においてセットアップレベル設定メニューが選択された際にパネルに表示
される画面の他の例を示す図である。
【図１３】図１に示す撮像装置において被写体として白紙を撮像した際の画像とベクトル
スコープ波形とが重畳された画面を示す図である。
【図１４】図１に示す撮像装置において被写体として白紙を撮像した際にホワイトバラン
ス設定メニューが選択された場合の画面を示す図である。
【図１５】図１４に示すホワイトバランス設定を変更した際の画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態による撮像装置の一例について図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の実施の形態による撮像装置の一例についてその構成を示すブロック図
である。
【００１７】
　図示の撮像装置は光学系１０１を有しており、この光学系１０１は、例えば、ズームレ
ンズ群、絞り、およびＮＤフィルタなどを備えている。光学系１０１の後段には撮像部（
撮像素子）１０２が配置され、この撮像部１０２は、例えば、ＣＣＤ、サンプル／ホール
ド回路（Ｓ／Ｈ回路）、およびプリプロセス回路などによって構成される。
【００１８】
　撮像部１０２の出力は信号処理部１０３に入力され、信号処理部１０３には後述する画
質調整部１０４が備えられている。信号処理部１０３の出力は信号記録部１０５に与えら
れる。信号記録部１０５には、ベクトルスコープ波形を生成するためのベクトルスコープ
生成部１０６が備えられている。さらに、信号記録部１０５には、映像信号から輝度信号
を抽出してモニタリングするための波形を生成する波形モニタ生成部１１１と画質設定メ
ニューを生成するための画質設定メニュー生成部１１２が備えられている。
【００１９】
　信号記録部１０５には記録メディア１０７が接続される。この記録メディア１０７は、
例えば、フラッシュメモリ、光学ディスク、又はテープである。制御マイコン１０８は撮
像装置全体の制御を司る。パネル１０９には撮像された被写体像（画像）が表示され、ユ
ーザーはパネル１０９に表示された画像によって被写体を確認することができる。なお、
画質設定メニュー選択スイッチ１１０の操作に応じて画質設定メニュー画面がパネル１０
９に表示される。
【００２０】
　図示の撮像装置においては、光学系１０１においてレンズよって受光した被写体からの
光（光学像）は絞りおよびＮＤフィルタでその光量が調節される。そして、撮影部１０２
では、光学像がＣＣＤの撮像面上に結像され、光電変換によって電荷として蓄積される。
ＣＣＤから出力された画像信号は、サンプルホールド回路でサンプルホールド処理された
後、プリプロセス回路でＡＧＣ処理、ブラックバランス処理、ホワイトバランス処理、お
よびガンマ補正処理などが行われる。そして、撮像部１０２の出力である映像信号が信号
処理部１０３に供給される。信号処理部１０３は、制御マイコン１０８の制御下で映像信
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号に対して所定の加工および補正などの信号処理を施す。
【００２１】
　制御マイコン１０８は、ユーザーからの指示に応じて、ガンマ、黒レベル、ニー、シャ
ープネス、ノイズリダクション、ホワイトバランス、カラーマトリクス、およびセットア
ップレベルなどに係る調整パラメータを決定し、これら調整パラメータを画質調整部１０
４に与える。画質調整部１０４は調整パラメータに基づいて映像信号に対して画質調整を
行い、調整後の映像信号を信号記録部１０５に出力する。
【００２２】
　信号記録部１０５は、調整後の映像信号に対してフレーム内符号化およびフレーム間符
号化を行って、記録メディア１０７に記録する。
【００２３】
　ユーザーが画質設定メニュー選択スイッチ１１０を操作して画質設定メニューを選択す
ると、画質設定メニュー生成部１１２は、制御マイコン１１２の制御下で画質設定メニュ
ー画面を生成する。そして、この画質設定メニュー画面はパネル１０９に表示される。
【００２４】
　画質設定メニュー画面によってユーザーが画質メニュー選択スイッチ１１０を操作する
と、当該操作に応じて、ベクトルスコープ生成部１０６は制御マイコン１０８の制御下で
ベクトルスコープ波形を生成する。そして、当該ベクトルスコープ波形は映像信号に重畳
されてパネル１０９に出力される。
【００２５】
　また、画質設定メニュー選択スイッチ１１０の操作に応じて、波形モニタ生成部１１１
は制御マイコン１０８の制御下で波形モニタ画面を生成する。そして、当該波形モニタ画
面は映像信号に重畳されてパネル１０９に出力される。
【００２６】
　なお、制御マイコン１０８は、後述するようにして、映像信号に応じた画像に重畳して
ベクトルスコープ波形および波形モニタ画面を選択的に画面表示する。
【００２７】
　ベクトルスコープ波形を生成する際、ベクトルスコープ生成部１０６は調整後の映像信
号からバースト信号を検出して基準信号を生成する。そして、ベクトルスコープ生成部１
０６はＲ－Ｙ復調ブロックとＢ－Ｙ復調ブロックとによって、Ｒ－Ｙ復調信号とＢ－Ｙ復
調信号とを生成して、Ｒ－Ｙ復調信号をＹ軸に、Ｂ－Ｙ復調信号をＸ軸にプロットしてベ
クトルスコープ波形を生成する。
【００２８】
　図２は、図１に示すベクトルスコープ生成部１０６によって生成されたベクトルスコー
プ波形の一例を示す図である。
【００２９】
　いま、図１に示す撮像装置で、Ｗ（白）、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）、ＹＬ（黄色
）、ＣＹ（シアン）、およびＭＧ（マゼンダ）で構成されるテストパターンを撮影してい
るものとする。このテストパターンを撮影した際に、図２に示すベクトルスコープ波形２
０１がベクトルスコープ生成部１０６によって生成される。
【００３０】
　ベクトルスコープ波形２０１の表示領域内には、Ｗ（白）、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（
青）、ＹＬ（黄色）、ＣＹ（シアン）、およびＭＧ（マゼンダ）の色相位置の目安を示す
ターゲットボックスが示されており、当該ターゲットボックスにベクトルスコープ波形が
入っていることが分かる。
【００３１】
　図２において、グラフ２０２は、Ｗ（白）、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）、ＹＬ（黄
色）、ＣＹ（シアン）、およびＭＧ（マゼンダ）のＲ－Ｙ成分をを示し、グラフ２０３は
Ｗ（白）、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）、ＹＬ（黄色）、ＣＹ（シアン）、およびＭＧ
（マゼンダ）のＢ－Ｙ成分を示している。ここで、各ターゲットボックスはそれぞれの成
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分値を反映した位置にあることが分かる。
【００３２】
　なお、波形モニタ生成部１１１は調整後の映像信号から輝度信号を検出して、波形モニ
タ画面を生成する。
【００３３】
　図３はグレースケールチャートの一例を示す図である。
【００３４】
　図示のチャートは所謂透過型のチャートであり、ライトボックスと呼ばれる所定の明る
さを有する光源とともに用いられる。透過型のチャートにおいては、帯”１”における透
過率が最も高く、次に、帯”２”の透過率が高い。そして、番号順に帯の透過率が低くな
り、帯”１１”の透過率が最も低い。図示のように、このチャートでは透過率の最も高い
帯”１”から透過率が低い帯に順に帯１”～帯”１１”が並べられている。
【００３５】
　つまり、透過率の高い順にまとめると、帯”１”＞帯”２”＞帯”３”＞帯”４”＞帯
”５”＞帯”６”＞帯”７”＞帯”８”＞帯”９”＞帯”１０”＞帯”１１”となってい
る。
【００３６】
　図４は、図３に示すグレースケールチャートを撮像して得られた映像信号を波形モニタ
生成部１１１で処理した結果を示す図である。
【００３７】
　図４において、横軸は水平方向の同期信号に同期し、縦軸は映像信号のレベルを示して
いる。グレースケールチャートにおける帯”１”は透過率が最も高いので、映像信号のレ
ベルは最も高くなる。また、帯”１１”は透過率が最も低いので、映像信号のレベルが最
も低くなる。
【００３８】
　図４に示す波形モニタを観察すると、帯”１”～帯”１１”までの映像信号がいずれの
レベルにあるのか一目で分かる。
【００３９】
　図５は、図３に示すグレースケールチャートを撮像した結果得られた映像信号に応じて
パネル１０９に表示された画像を示す図である。
【００４０】
　図５では、図３に示すグレースケールチャートを示す画像がパネル１０９に表示される
。
【００４１】
　図６は、図５に示す画像に波形モニタ生成部１１１で生成された波形モニタ画面を表示
した状態を示す図である。
【００４２】
　図６では、図４に示す波形モニタ画面がグレースケールチャートを示す画像に重畳して
パネル１０９に表示される。
【００４３】
　図７は、図６に示す状態に画質設定メニュー生成部１１２によって画質設定メニューが
表示された状態を示す図である。
【００４４】
　図７では、画質設定メニュー生成部１１２によってニーの設定が選択されていた状態が
示され、図６に示す状態にニー設定が重畳されて、パネル１０９に表示される。なお、ニ
ーの設定を行う際には、パネル１０９に重畳されている波形モニタにおいて主に縦軸の５
０％～１００％部分が注目されることになる。
【００４５】
　図８は、図１に示す撮像装置における処理を説明するためのフローチャートである。
【００４６】
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　まず、制御マイコン１０８は画質設定メニュー選択スイッチ１１０が操作されたか否か
を判定する（ステップＳ８０１）。画質設定メニュー選択スイッチ１１０が操作されない
と（ステップＳ８０１において、ＮＯ）、制御マイコン１０８は待機する。
【００４７】
　一方、画質設定メニュー選択スイッチ１１０が操作されると（ステップＳ８０１におい
て、ＹＥＳ）、当該操作に応じて制御マイコン１０８は画質設定メニュー（画質調整メニ
ューともいう）を表示する否かを判定する（ステップＳ８０２）。ここでは、画質設定メ
ニューが操作されると、制御マイコン１０８は画質設定メニューを表示すると判定する。
【００４８】
　画質設定メニューを表示すると判定すると（ステップＳ８０２において、ＹＥＳ）、制
御マイコン１０８は、画質設定メニュー選択スイッチ１１０による選択に応じて、画質設
定メニュー生成部１１２を制御して、当該選択された画質設定メニューを画面表示する。
【００４９】
　ここでは、画質設定メニューとして、例えば、ホワイトバランス設定メニュー、セット
アップレベル設定メニュー、およびニー（ｋｎｅｅ）設定メニューがあるものとする。
【００５０】
　続いて、制御マイコン１０８はホワイトバランス設定メニューが選択されて、パネル１
０９にホワイトバランス設定メニューが表示されているか否かを判定する（ステップＳ８
０３）。ホワイトバランス設定メニューが表示されていると（ステップＳ８０３において
、ＹＥＳ）、制御マイコン１０８はベクトルスコープ生成部１０６を制御してベクトルス
コープを所定のサイズに拡大して表示する（ステップＳ８０４）。そして、制御マイコン
１０８は処理を終了する。
【００５１】
　ホワイトバランス設定メニューが表示されていないと（ステップＳ８０３において、Ｎ
Ｏ）、制御マイコン１０８はセットアップレベル設定メニューが選択されて、セットアッ
プレベル設定メニューがパネル１０９に表示されているか否かを判定する（ステップＳ８
０５）。
【００５２】
　セットアップレベル設定メニューが表示されていると（ステップＳ８０５において、Ｙ
ＥＳ）、制御マイコン１０８は波形モニタ生成部１１１を制御して波形モニタ画面におい
て予め定められた輝度以下の低輝度部を拡大して表示する（ステップＳ８０６）。つまり
、制御マイコン１０８は波形モニタ画面を輝度に応じて部分的に拡大して表示することに
なる。そして、制御マイコン１０８は処理を終了する。
【００５３】
　セットアップレベル設定メニューが表示されていないと（ステップＳ８０５において、
ＮＯ）、制御マイコン１０８はニー設定メニュが選択されて、パネル１０９にニー設定メ
ニューが表示されているか否かを判定する（ステップＳ８０７）。
【００５４】
　ニー設定メニューが表示されていると（ステップＳ８０７において、ＹＥＳ）、制御マ
イコン１０８は波形モニタ生成部１１１を制御して、波形モニタ画面において所定の輝度
を超える高輝度部を拡大して表示する（ステップＳ８０８）。そして、制御マイコン１０
８は処理を終了する。
【００５５】
　ニー設定メニューが表示されていないと（ステップＳ８０７において、ＮＯ）、制御マ
イコン１０８は画質調整するために必要な波形モニタ画面を非表示とする（ステップＳ８
０９）。その後、制御マイコン１０８はベクトルスコープを非表示として（ステップＳ８
１０）、処理を終了する。
【００５６】
　ステップＳ８０２において、画質設定メニューを表示しないと判定すると（ステップＳ
８０２において、ＮＯ）、制御マイコン１０８はステップＳ８０９の処理に進んで、画質
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調整するために必要な波形モニタ画面を非表示にした後、ステップＳ８１０においてベク
トルスコープを非表示とする。
【００５７】
　図９は、図８においてニー設定メニューが選択された際にパネル１０９に表示される画
面の一例を示す図である。
【００５８】
　ここでは、図３に示す透過型のグレースケールチャートを撮影して得られた映像（画像
）とともに、当該画像に応じた波形モニタ画面および画質設定メニュー生成部１１２で生
成されたニー設定メニュー画面が重畳して表示されているものとする。
【００５９】
　ニーの設定は、映像信号の高輝度部分の階調性を再現するため、画質調整部１０４によ
って映像信号の高輝度部分を信号処理する際に行われる。例えば、ユーザーがニー設定メ
ニュー画面において、ニーの傾きおよびニーのポイントを選択すると、当該設定に応じて
、画質調整部１０４は制御マイコン１０８の制御下で映像信号の高輝度部分を圧縮して階
調性を再現する。
【００６０】
　図９に示す例では、ニーの傾きとして５が選択され、ニーのポイントとして９０が選択
されている。
【００６１】
　ユーザーがニー設定メニュー画面によって最適なニー設定を行うためには、目視で映像
信号の高輝度部分を確認することが必要になるが、人の目で確認するよりも波形モニタ画
面を用いた方が設定が容易となるばかりでなく精度が高いというメリットがある。この場
合には、前述のように、波形モニタ画面は、ユーザーが注目する映像信号の高輝度部分を
中心として拡大表示されているので、ユーザーの使い勝手が向上することになる。
【００６２】
　図１０は、図８においてニー設定メニューが選択された際にパネル１０９に表示される
画面の他の例を示す図である。
【００６３】
　図１０においては、ニーのポイント設定が９０から７０に変更された結果、波形モニタ
画面に表示された帯”１”～帯”３”の信号レベルが下がる。ユーザーはこの信号レベル
の変化を波形モニタ画面で確認することができる。この場合には、波形モニタ画面は、縦
軸の目盛が５０％～１００％の部分を中心に拡大されてユーザーが設定を容易に行うこと
ができる。
【００６４】
　図１１は、図８においてセットアップレベル設定メニューが選択された際にパネル１０
９に表示される画面の一例を示す図である。
【００６５】
　なお、ここでは、図３に示す透過型のグレースケールチャートを撮影して得られた映像
（画像）とともに、当該画像に応じた波形モニタ画面および画質設定メニュー生成部１１
２で生成されたセットアップレベル設定メニュー画面が重畳して表示されているものとす
る。
【００６６】
　セットアップレベル設定は、映像信号の低輝度部分の階調性を再現するため、画質調整
部１０４によって映像信号の低輝度部分を信号処理する際に行われる。例えば、ユーザー
がセットアップレベル設定メニュー画面においてセットアップレベルを選択すると、当該
設定に応じて、画質調整部１０４は制御マイコン１０８の制御下で映像信号の低輝度部分
にオフセットを付加して階調性を再現する。図１１に示す例では、セットアップレベルと
して７が選択されている。
【００６７】
　ユーザーがセットアップレベル設定メニュー画面によって最適なセットアップレベルの



(10) JP 2014-107799 A 2014.6.9

10

20

30

40

50

設定を行うためには、目視で映像信号の低輝度部分を確認することが必要となるが、人の
目で確認するよりも波形モニタ画面を用いた方が設定が容易となるばかりでなく精度が高
いというメリットがある。
【００６８】
　この場合には、波形モニタ画面は、前述のように、ユーザーが注目する映像信号の低輝
度部分を中心として拡大表示されているので、ユーザーの使い勝手は向上することになる
。
【００６９】
　図１２は、図８においてセットアップレベル設定メニューが選択された際にパネル１０
９に表示される画面の他の例を示す図である。
【００７０】
　図１２においては、セットアップレベルの設定が７から１７に変更された結果、波形モ
ニタ画面に表示された帯”７”～帯”１１”の信号レベルが上がる。ユーザーはこの信号
レベルの変化を波形モニタ画面で確認することができる。この場合には、波形モニタ画面
は、縦軸の目盛が０％～５０％の部分を中心に拡大されてユーザーが設定を容易に行うこ
とができる。
【００７１】
　図１３は、図１に示す撮像装置において被写体として白紙を撮像した際の画像とベクト
ルスコープ波形とが重畳された画面を示す図である。なお、ここでは、被写体である白紙
が画角一杯に撮像されている。
【００７２】
　図１３において、白紙を撮像した結果得られた画像（以下白紙画像と呼ぶ）に重畳して
、パネル１０９には、ベクトルスコープ生成部１０６で生成したベクトルスコープ波形１
３０１が表示されている。そして、このベクトルスコープ波形１３０１には白紙画像の色
を示す色信号１３０２がプロットされている。
【００７３】
　図１４は、図１に示す撮像装置において被写体として白紙を撮像した際にホワイトバラ
ンス設定メニューが選択された場合の画面を示す図である。
【００７４】
　図１４において、白紙画像に重畳して、パネル１０９にはベクトルスコープ波形１３０
１および画質設定メニュー生成部１１２で生成されたホワイトバランス設定メニュー画面
が表示されている。
【００７５】
　前述のように、ホワイトバランス設定メニューでは、映像信号のホワイトバランスを最
適に再現するため、ホワイトバランス処理におけるＲゲインおよびＢゲインの設定が行わ
れる。ユーザーはホワイトバランス設定メニューを選択し、映像信号のＲゲインおよびＢ
ゲインを変更して被写体のホワイトバランスを調整する。図示の例では、Ｒゲインとして
９０が設定され、Ｂゲインとして９０が設定されている。
【００７６】
　ユーザーがホワイトバランス設定メニューを用いて最適なホワイトバランスの設定を行
う際には、目視で映像信号の色味を確認することが必要になる。この際、目で確認するよ
りもベクトルスコープを用いた方がホワイトバランスの設定が容易となるばかりでなく精
度も高くなる。そして、白紙画像において、ベクトルスコープ波形はユーザーが注目する
無彩色部分を中心に拡大されるので、ユーザーの使い勝手が向上する。
【００７７】
　図１５は、図１４に示すホワイトバランス設定を変更した際の画面を示す図である。
【００７８】
　図１５に示すように、ＲゲインおよびＢゲインの各々が９０から１００に変更されると
、ベクトルスコープ波形１３０１に表示された色信号１３０２がベクトルスコープの中心
に移動して色信号１３０３で示される。ユーザーはベクトルスコープ波形を目視して色信
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が拡大表示されるので、ユーザーはホワイトバランス設定を容易に行うことができる。
【００７９】
　このように、本発明の実施の形態では、ユーザーが画質調整する際に、ホワイトバラン
スなどの画質調整項目に応じて、ベクトルスコープおよび波形モニタ画面がパネルに表示
される。この際、画質調整項目に応じてユーザーが注目したい部分が拡大されるので、ユ
ーザーが細かい調整を容易に行うことができて、その使い勝手が向上する。
【００８０】
　上述の説明から明らかなように、図１に示す例においては、制御マイコン１０８および
ベクトルスコープ生成部１０６がベクトルスコープ生成手段として機能し、制御マイコン
１０８および波形モニタ生成部１１１が波形モニタ生成手段として機能する。また、画質
設定メニュー選択スイッチ１１０および制御マイコン１０８は選択手段として機能し、制
御マイコン１０８は表示制御手段して機能する。
【００８１】
　以上、本発明について実施の形態に基づいて説明したが、本発明は、これらの実施の形
態に限定されるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発明に
含まれる。
【００８２】
　例えば、上記の実施の形態の機能を制御方法として、この制御方法を撮像装置に実行さ
せるようにすればよい。また、上述の実施の形態の機能を有するプログラムを制御プログ
ラムとして、当該制御プログラムを撮像装置が備えるコンピュータに実行させるようにし
てもよい。なお、制御プログラムは、例えば、コンピュータに読み取り可能な記録媒体に
記録される。
【００８３】
　上記の制御方法および制御プログラムの各々は、少なくとも波形モニタ生成ステップ、
選択ステップ、および表示制御ステップを有している。
【００８４】
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。つまり、上述した
実施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種の記録
媒体を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（ま
たはＣＰＵやＭＰＵなど）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【００８５】
　１０２　撮影部
　１０３　信号処理部
　１０４　画質調整部
　１０５　信号記録部
　１０６　ベクトルスコープ生成部
　１０８　制御マイコン
　１０９　パネル
　１１０　画質設定メニュー選択スイッチ
　１１１　波形モニタ生成部
　１１２　画質設定メニュー生成部
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